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現　　代は誰でも外出先から携帯端末等で簡単にネット
に発信できる時代である。
　先日、某衣料店で品物のクレームを付けて店員に土
下座をさせている画像がツイッターに掲載された。イ
ンターネット上に拡散された画像に写った店員達も深
く傷ついたし、投稿した本人も強要罪の疑いで逮捕さ
れるという何とも後味の悪いニュースだった。
　その他にも、これに類したトラブルも最近よく耳に
する。
　今や携帯端末は、特定の人だけでなく世界中の不特
定多数の人に一方的に発信することが出来る便利な
ツールになったが、使い方次第では他人の気持ちや尊
厳を傷つける道具にもなりつつあるようだ。
　以前は、電話は特定の人に気持ちやメッセージを伝
える道具であった。そこには、当事者だけに通じる暗
黙のルール、すなわち相手との関係を踏まえた伝達内
容の吟味や仕分けみたいなプロセスがあった。
　ところが今は、あまりに操作が手軽になって、指先
のおもむくままに感覚的刹那的にサイト等に投稿して
しまい、それが拡散して後で取り返しのつかない事態
を引き起こしているように思える。
　一般の視聴者を対象にするTVやラジオの放送局の
人達に番組の内容に対して一定の倫理基準が課せられ
ているように、我々携帯端末ユーザもネット投稿の際
には、同様なモラルの確立が必要な時期に来ているの
ではないだろうか。� （A.N）

　　日、引っ越しに合わせて、インターネット回線の
移転手続きを行った。回線の工事に来た方の作業着に
は本誌の原稿を書いていただいている企業の名前が
入っていた。編集製作に加わるようになってまだ日が
浅いが、本誌を読んでいるかもしれない方かもしれな
いということもあり、私のほうは親近感をもっていた。
（さすがに「Raisers知っていますか、読んでいますか」

と聞くことはできなかった）
　通常、記事の製作は著者に原稿をメールで送付して
もらい、編集したものを再度メールで送り返し、著者
に確認してもらうという手順で制作している。メール
でのやり取り自体には時間がかからず、効率的だが著
者と話をする機会がほとんどない。また、読者となる
と、話をする機会はさらに少ない。
　そのことを考えると、作業に来てくれた方に声をか
けてみればよかった。次回引っ越しなどで回線の工事
をする機会があれば、ぜひ声をかけてみようと思う。�
（T.R）

　　近、ノンアルコール飲料の種類が増えてきた。毎
日酒を飲みたい自分にとって、休肝日のためには欠か
せないアイテムだが、コンビニでこれを購入する際に、
その企業のアルコール飲料に対する意識の違いが見え
隠れする気がする。
　通常、コンビニで酒類を購入するには、［20歳以上］
であることを自己申告するためのタッチパネルをタッ
チさせられるが、ノンアルコール飲料でもそれを表示
しタッチさせるコンビニと、一切表示しないコンビニ
とがある。どちらがモラル的には良いのだろう。
　わが子はまだ中学１年生だが、親に似て酒類には興
味津々だ。夕飯時、一緒に乾杯がしたくてジュース類
を用意するが、チューハイ風のノンアルコール飲料が
あると飛びついてくる。そういったものから酒の味を
覚えていくのかなと思うと、アルコールが入っていな
いからといって、子供に飲ませていいものだろうかと
自問するときもあるのだ。
　そこまで考慮されているのかどうか疑問ではある
が、ノンアルコール飲料とはいえ酒の代用品を販売す
るときに、［20歳以上］をタッチさせるかどうか、シ
ステムを作る時のポリシーをよく考えている企業の方
が好感をもてる気はする。（Y.H）
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